
回覧

　　　※写真はイメージです

① 生 ごみを減  らす
　料理をする時に生ごみを減らす工夫や、食べ残しをしないようにして
　生ごみを減らしましょう。

② 生ごみを隠して排出する（カラスは大変目がいいです）
　生ごみは水を切り、生ごみのみを新聞紙や紙袋で包み
　中身が見えないように排出しましょう。
　※袋全体を覆わず、生ごみだけを覆って下さい。

③ ごみ置き場の　ネットの中に排出しましょう
　ごみ袋がネットからはみ出ていたり、隙間ができていると効果がありません。
　ネットの中にきちんと収めましょう。

④ ごみは収集日の朝に出しましょう
　カラスは大変早起きです、ごみを前日に出すとカラスに狙われやすくなります。
　夜間は猫などの被害にあうこともあります。
　ごみは収集日当日の朝にお出しください。

カラスの被害から地域を守るためにも、ぜひご協力お願いします　　

ごみ袋はできるだけ奥に、ネットをしっかりとかけて下さい！
カラスの被害を防ぐために　　　
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